
無形成果
（発表・そ

の他）

○成績評価の指標 〇成績評価基準（合計100点）○基本情報

科目名 就職活動実践講座 （Job Hunting Information Session） 到達目標の観点 到達目標

2024年度 授業シラバスの詳細内容

45点
単位数 2 　配当学年 / 開講期 3 年 / 後期

ナンバリングコード A20208　B20311
　大分類 / 難易度
　科目分野

教養基礎（教育）科目 / 標準レベル
【関心・意欲・態度】 就職に対する強い意識を持ち、毎回講義に参加する。

テスト
（期末試

験・中間確

提出物
（レポート・
作品等）

必修･選択区分
【知識・理解】

就職活動に対する実践的な力をつけ、就職活動できる準備を
する。

選択

※入学年度及び所属学科コースで異なる場合がありますので、学生便覧で必ず確認してください。
【技能・表現・ 
　コミュニケーション】

55点

就職講座

授業コード A031452 　クラス名 -

担当教員名 長﨑　浩介、清水　良

（３）アクティブ・ラーニング 「ＰＢＬ（課題解決型学習）」

履修上の注意、
履修条件

当科目は選択科目ですが、就職活動に必須のスキルを指導しますから、可能な限り履修してくださ
い。
授業内容等により、遠隔形式で実施することがあります。
大教室で多数の学生が受講します。他の学生の受講の妨げにならないよう配慮してください。
就職活動に関する情勢の変化等に伴い、授業内容を変更することがあります。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
《成績評価基準》
S：90点以上　A：89～80点　B：79～70点　C：69～60点　E：59点以下又は出席回数10回未満
課題のフィードバックは、次回以降の授業中に行います。教科書

【思考・判断・創造】

なし

参考文献及び指定図書 なし

関連科目

地域志向科目 該当しない

実務経験のある教員に
よる授業科目

地方自治体の事務職として勤務（長﨑）
自動車メーカーの技術職として勤務、大卒者等の採用活動を担当（清水）

○その他

授業の目的

就職活動時期は年々早期化の傾向です。前期に開講した就職講座では、主にインターンシップや
自己理解等について学習しました。
この授業は、秋季インターンシップ、エントリーシート作成、筆記及び面接試験への対策を行うこと
により、より実践的なレベルで学生諸君の就職活動を支援することを目的とします。

授業内容、日程及び成績評価方法の詳細については、第1回授業で説明します。

授業の概要

現在、企業の採用活動はインターンシップ参加者を軸とした選考へと切り替わっており、採用時期
が早期化しています。
この授業では、就職活動の変化に対応できるよう、就職応募書類、採用試験（面接・筆記試験等）
の対策に取り組むとともに、授業内で学内合同企業説明会を開催し、企業と接触する機会を提供し
ます。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習形式」

（２）複数担当の場合の方式

○基本情報

「共同担当方式」



科 目 名 授業コード A031452 科 目 名 授業コード A031452
担当教員 担当教員

１. 9.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

3. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

4. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

5. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

6. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

7. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）

2024年度 授業シラバスの詳細内容

学修内容 学修内容

就職活動のスタートアップ(1) 合同企業説明会(1)

○授業計画
就職活動実践講座 （Job Hunting Information Session）

○授業計画
就職活動実践講座 （Job Hunting Information Session）

長﨑　浩介、清水　良 長﨑　浩介、清水　良

復習 講演及びパネルディスカッションの内容を振り返り、今後の自分の就職活動にどのように生かすかをまとめ 復習 説明を聞いた企業について情報を整理する。

就職活動のスタートアップ(2) 合同企業説明会(2)

　ゲストスピーカー講演「今知るべき、お金の事、キャリアの事」
　パネルディスカッション「先輩の就活について」

　学内合同企業説明会（第1回）に参加し、業界及び企業を知るとともに、自らの志望業界、職種及び企業を絞り込む契機と
します。

予習 先輩の就職活動の実践例について各自で調べる。 予習 説明会の参加企業について調べ、説明を聴きたい企業をピックアップする。

復習 採用試験に望む上で自分の弱点を洗い出し、その具体的な対策を考え、実践する。 復習 説明を聞いた企業について情報を整理する。

筆記試験対策(1) 合同企業説明会(3)

　採用試験（面接・筆記等）の全体像を知るとともに、適性検査について説明及び実践します。 　学内合同企業説明会（第2回）に参加し、業界及び企業を知るとともに、自らの志望業界、職種及び企業を絞り込む契機と
します。

予習 採用試験の全体の流れについて調べる。適性検査について調べる。 予習 説明会の参加企業について調べ、説明を聴きたい企業をピックアップする。

復習 SPI試験対策の学習計画を各自立案し、実行する。 復習 説明を聞いた企業について情報を整理する。

筆記試験対策(2) PROGテスト

　SPI試験対策の進め方を知るとともに、実際に問題を解いてみます。 　学内合同企業説明会（第3回）に参加し、業界及び企業を知るとともに、自らの志望業界、職種及び企業を絞り込む契機と
します。

予習 SPI試験について調べる。 予習 説明会の参加企業について調べ、説明を聴きたい企業をピックアップする。

復習 SPI試験対策の学習計画を各自立案し、実行する。 復習 自分の強みや弱みを知ることで今後のどのような能力を伸ばしていくかをまとめる。

面接試験対策(1) 筆記試験対策(3)

　SPI試験対策の進め方を知るとともに、実際に問題を解いてみます。 　PROG（基礎力）テストを受験し、リテラシー（知識を活用して問題を解決する力）及びコンピテンシー（人と自分にベストな状
態をもたらそうとする力）を各自把握します。

予習 SPI試験について調べる。 予習 自分の強みや弱みについて、各自で自己分析する。

復習 面接試験を受ける上でのポイントをまとめる。 復習 SPI試験対策の学習計画を各自立案し、実行する。

面接試験対策(2) 模擬面接(2)

　面接対策として、自己PR、学生時代に力を入れたこと（ガクチカ）、志望動機等を各自でブラッシュアップするとともに、頻出
の質問事項に対して、どのように答えるかを実践します。

　SPI試験の模擬試験を受験します。

予習 面接試験を受ける上での注意点について調べる。 予習 模擬試験の受験準備（予習）をする。

復習 面接試験を受ける上でのポイントをまとめる。 復習 模擬面接を振り返り、不十分であった点を挙げるとともに、その改善策を考える。

模擬面接(1) 就職活動に向けて（まとめ）

　1次面接から最終面接までの聞かれる内容を具体的に知るとともに、どのように回答するべきかを学びます。 　履修生全員に対し、個別に模擬面接を行います（2回目）。

予習 面接試験を受ける上での注意点について調べる。 予習 模擬面接での想定問答を作成する。

復習 模擬面接を振り返り、不十分であった点を挙げるとともに、その改善策を考える。 復習 アプローチする業種や企業、希望する職種を絞り込んだ上で、今後の就職活動の計画を立案する。

合同企業説明会に向けて 期末試験

　履修生全員に対し、個別に模擬面接を行います（1回目）。 　これまでの授業の振り返りとともに、3月からの就職活動の内容を知り、より多くの企業の採用試験を受験する準備を行い
ます。
・業界や・企業等の視野を広げることの重要性（具体的に企業概要を見て、そこから企業の情勢を読み取る）
・求人票の見方（給与や福利厚生、勤務地、仕事内容等を実際に調べてみる。）

予習 模擬面接での想定問答を作成する。 予習 今までの授業内容を振り返る。

復習 学外及び学内合同企業説明会の参加企業について調べ、との企業へアプローチするかを各自計画する。 復習

　学外及び学内合同企業説明会に参加するメリットと注意点等を学びます。 　実施しません。

予習 業界研究及び企業研究を行う。 予習


